
［成果情報名］農業者が行える防水モルタルを使った「簡易な水路目地補修作業の手引き」の作成

［要約］農業者が行える簡易な水路目地補修の手順を示した「手引き」を作成した。作業は農業者

自らが行うことができ、補修の効果が確認された。目地補修材料費は１カ所当たり 250 円程度であ

る。
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水路の漏水によって、営農作業に支障をきたしているほ場が散見されており、このような状況の

なかで、農業者自らが水路の補修を行う場合、参考となる情報は不足している。そこで、速乾性ポ

リマーセメントモルタル（防水モルタル）を使用した簡易な補修作業を行う方法や、その効果、留

意点を、事例をもとに「手引き」としてまとめ、補修作業にあたっての参考に資する。

［成果の内容・特徴］

１．防水モルタルを使用した目地補修方法は、劣化した目地を剥がし清掃した後、プライマーを塗

り、防水モルタルを充填するもので（表１）、農業者自らが行うことができる。作業時間は、

グラインダーを使用して目地を剥がす作業は１ヵ所あたり約３分程度、布テープ貼りからプラ

イマー塗布作業は約５分程度、プライマー乾燥時間約 15 分程度、防水モルタル充填作業は約

５分程度で行うことができる。この他に清掃作業、清掃後の水路乾燥時間が必要である。

２．補修により、水路の漏水を防止する効果がある（図１）。また、補修後約１年経過後の農業者

へのアンケート調査では補修前よりも圃場が乾くようになったという意見が多かった（表３）。

３．現地の補修作業から算出した目地補修材料費は１カ所当たり約 250 円程度である（表２）。こ

れは水路の形状が内幅 30 cm 内高 30 cm の場合の値である。

［成果の活用面・留意点］

１．防水モルタルを使用した補修作業は水路の乾燥が必要であるため、乾燥できない場合作業を行

うことは困難である。

２．作業時間は水路周辺の状況によって異なる。水路の水が止められない場合等、補修作業ができ

る状況作りに時間がかかる場合がある（表２ U地区）

３．作業にあたっては、水路単位等ある程度のまとまりを持って行うことが望ましい。水路の漏水

は、漏水個所から下流にある圃場にも影響があると推察されるため。

４．「手引き」は農業試験場のホームページ（http://www.pref.tottori.jp/nougyou/）に掲載している。
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［具体的データ］�

［その他］�

表１　防水モルタルを使用した水路目地補修方法概要�

表２　現地での水路補修事例�

表３　ほ場の状況関するアンケート調査結果（補修前と補修後を比較して）�
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